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第457号
主 な 記 事

１面 被災者の医療費窓口負担の免除延長が決定
岩手県歯科医師会会長箱崎先生との懇談

２面 被災者医療費負担アンケート集計結果

３面 シリーズ　社会保障のゆくえと課題
県内の各団体に聞く ⑤

４面
社保だより／子ども医療費・岩手の会が発足／
義歯ネーム入れと口腔ケア開催／第29回保団連
医療研究フォーラム参加報告／理事会だより

　
あ
の
曲
が
り
角
を
ま
が
っ
た

先
に
、
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な

い
が
、
き
っ
と
い
ち
ば
ん
よ
い

も
の
に
ち
が
い
な
い
と
思
う
。

先
日
終
了
し
た
花
子
と
ア
ン
の

最
後
の
言
葉
で
あ
る
。
昨
年
他

界
し
た
母
を
思
い
出
す
と
こ

の
言
葉
は
重
く
振
り
か
か
っ
て

く
る
。
10
歳
で
両
親
を
亡
く
し

大
店
の
当
主
と
な
り
、
女
学
校

を
卒
業
す
る
と
継
母
に
店
を
託

し
、
ハ
イ
ラ
ル
に
住
む
叔
父
の

養
女
と
な
り
終
戦
を
迎
え
た
。

終
戦
と
同
時
に
ロ
シ
ア
軍
が
侵

攻
し
て
き
て
、
目
の
前
で
叔
父

夫
婦
が
銃
殺
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
の
逃
亡
生
活
は
凄
ま
じ

い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
戦
車
隊
の
砲
撃
で
追
い

出
さ
れ
出
た
と
こ
ろ
を
装
甲
車

の
機
銃
掃
射
を
浴
び
る
。
逃
げ

な
が
ら
、
い
つ
も
あ
の
曲
が
り

角
を
曲
が
れ
ば
助
か
る
と
信
じ

て
い
た
と
い
う
。
ハ
イ
ラ
ル
か

ら
ハ
ル
ビ
ン
ま
で
ど
の
く
ら
い

の
距
離
が
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な

い
が
、
数
え
き
れ
な
い
位
九
死

に
一
生
を
え
て
ハ
ル
ビ
ン
の
日

本
人
収
容
所
ま
で
た
ど
り
着
い

た
と
い
う
。
爆
弾
の
破
片
の
あ

と
が
、
背
中
面
に
沢
山
あ
っ
た

ら
し
い
。
収
容
所
で
も
日
本
人

男
子
は
何
も
で
き
な
く
、
煙
草

の
紙
巻
位
し
か
収
入
源
が
な

か
っ
た
ら
し
い
。
満
州
語
が
堪

能
な
母
が
、
中
国
人
に
混
じ
っ

て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ウ
ェ
ー
ト
レ

ス
を
し
て
食
料
を
調
達
し
た
と

い
う
。
昔
の
中
国
人
は
皆
一
様

に
や
さ
し
か
っ
た
ら
し
い
。
一

年
以
上
の
逃
亡
生
活
の
間
何
度

も
中
国
人
に
助
け
ら
れ
た
と
い

う
。
関
東
軍
は
中
国
人
や
日
本

人
に
も
ひ
ど
か
っ
た
ら
し
い
。

父
も
引
揚
者
で
、
ハ
ル
ビ
ン
か

ら
日
本
ま
で
母
に
助
け
ら
れ
て

日
本
に
帰
国
し
た
と
い
う
。
あ

の
角
を
曲
が
れ
ば
助
か
る
。
あ

の
角
を
曲
が
れ
ば
き
っ
と
い
い

こ
と
が
待
っ
て
い
る
。そ
し
て
、

明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
。
赤

毛
の
ア
ン
や
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
オ

ハ
ラ
の
よ
う
な
そ
ん
な
世
代

が
、
焦
土
日
本
を
今
日
に
変
え

た
。
男
性
と
違
い
女
性
は
、
先

の
曲
が
り
角
ま
で
見
え
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
そ
の

先
も
…
。　
　

 （
佐
々
木　
博
）

は  

り

ハ
ガ
キ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
達
増
拓
也
知
事
は
10
月
３

日
の
県
議
会
で
、
本
年
12
月

で
打
ち
切
る
予
定
だ
っ
た
被

災
者
の
国
保
と
後
期
高
齢
者

医
療
の
医
療
費
窓
口
負
担
の

免
除
に
つ
い
て
、
来
年
１
月

以
降
12
月
ま
で
の
１
年
間
、

３
３
１
通
も
の
返
信
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
来
年

以
降
負
担
が
発
生
し
た
ら
ど

う
す
る
か
の
問
い
に
対
し
て

「
通
院
回
数
を
減
ら
す
」「
通

院
で
き
な
い
」「
分
か
ら
な

い
」
が
合
わ
せ
て
57
・
２
％

に
上
り
ま
し
た
。
既
に
免
除

を
打
ち
切
ら
れ
た
社
保
の
方

か
ら
は
、
打
ち
切
ら
れ
た
後

「
通
院
回
数
を
減
ら
し
た
」

「
通
院
で
き
な
く
な
っ
た
」

が
合
わ
せ
て
59
・
６
％
に
上

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
医
療

費
の
免
除
は
本
当
に
助
か
り

ま
す
」「
仮
設
住
宅
に
い
る

間
は
免
除
を
継
続
し
て
頂
き

た
い
」「
社
会
保
険
で
も
免

除
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
１
、３
７
９
通
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。（
結
果
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
本
紙
２

面
、
及
び
当
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）

免
除
を
求
め
る
請
願
が
採
択

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

て
の
記
者
会
見
を
10
月
３
日

に
行
い
ま
し
た
。
坂
正
毅
副

会
長
と
小
山
田
榮
二
副
会
長

が
会
見
し
ま
し
た
。
多
く
の

報
道
機
関
が
集
ま
り
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
関
心
の
高
さ

が
伺
え
ま
し
た
。
夕
方
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
、
め
ん
こ
い
、
朝
日
放

送
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
翌
日
に
は
、
岩
手

日
報
、
読
売
等
で
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
県
議
会
に
対

し
て
免
除
の
延
長
を
求
め
る

請
願
を
提
出
し
ま
し
た
。
提

出
に
先
立
ち
、
県
議
会
の
全

康
之
各
常
任
理
事
、
事
務
局

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
箱
崎
先
生
よ
り
、

意
見
交
換
や
情
報
交
換
の
必

要
性
と
南
部
会
長
就
任
の
お

祝
い
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
南
部
会
長
が
、
懇

談
開
催
の
御
礼
と
会
長
就
任

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
懇
談
で
は
、
箱
崎
先
生
よ

　
当
協
会
歯
科
部
会
は
９
月

30
日
、
ホ
テ
ル
東
日
本
盛
岡

に
て
岩
手
県
歯
科
医
師
会
会

長
箱
崎
守
男
先
生
と
の
懇
談

を
開
催
し
ま
し
た
。
歯
科
医

師
会
よ
り
箱
崎
会
長
と
佐
藤

保
専
務
理
事
が
、
当
会
か
ら

は
南
部
淑
文
会
長
、
小
山
田

榮
二
、
池
田
健
、
吉
田
克
則

各
副
会
長
、
伊
藤
進
、
黒
田

障
審
議
会
医
療
部
会
の
報
告

や
、
厚
生
労
働
省
の
来
年
度

歯
科
保
健
関
係
予
算
概
算
要

求
な
ど
に
つ
い
て
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
小
山
田
副
会
長

は
、
被
災
者
医
療
費
負
担
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
、
県
医
療
費

助
成
制
度
に
お
け
る
現
物
給

付
を
求
め
る
取
り
組
み
、
保

被災者の医療費窓口負担
の免除延長が決定！

て
の
会
派
を
訪
問
し
紹
介

議
員
の
お
願
い
を
し
た
と
こ

ろ
、
次
の
会
派
よ
り
紹
介
議

員
を
お
引
き
受
け
頂
き
ま
し

た
。

　
請
願
は
10
月
10
日
の
本
会

議
で
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
、
国
に
対
し
て
意
見
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。（
請
願

書
は
２
面
に
掲
載
）

紹
介
議
員
を
引
き
受
け
て

頂
い
た
会
派

（　
）
は
会
派
の
担
当
者

氏
名
〈
敬
称
略
〉

希
望
・
み
ら
い
フ
ォ
ー

ラ
ム 

（
喜
多
正
敏
）

い
わ
て
県
民
ク
ラ
ブ

 

（
工
藤
勝
博
）

民
主
党 

（
小
野　
共
）

社
民
党 

（
久
保
孝
喜
）

共
産
党 

（
斉
藤　
信
）

一
山
会 

（
清
水
恭
一
）

無
所
属 

（
吉
田
敬
子
）

険
で
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
取

ま
し
た
。

57
％
が
受
診
を
控
え
る

　
会
員
の
先
生
方
や
沿
岸
の

仮
設
住
宅
群
、
沿
岸
の
県
立

病
院
等
に
協
力
頂
き
ま
し
た

ハ
ガ
キ
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、２
、

り
、
国
保
組
合
の
国
庫
補
助

割
合
引
き
下
げ
の
問
題
、
周

術
期
に
お
け
る
口
腔
機
能
の

管
理
な
ど
今
次
診
療
報
酬
改

定
の
ポ
イ
ン
ト
、
個
別
指
導

の
際
の
持
参
物
の
扱
い
の
不

合
理
是
正
が
な
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次

に
佐
藤
先
生
よ
り
、
社
会
保

箱崎会長（前列左から２人目）、南部会長を囲んで

り
組
み
な
ど
の
報
告

を
行
い
、
活
動
へ
の

理
解
と
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
意
見

交
流
が
な
さ
れ
、
院

内
感
染
対
策
の
問
題
、

個
別
指
導
問
題
、
歯

科
医
師
需
給
問
題
な

ど
が
話
題
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。

　
最
後
に
小
山
田
副

会
長
よ
り
、
謝
辞
、

閉
会
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

今
後
も
情
報
交
換
・
意
見
交
換
を 

岩
手
県
歯
科
医
師
会
会
長
箱
崎
先
生
と
の
懇
談

県議会の千葉議長（右）に請願書を手渡す
坂副会長（中）と小山田副会長

免
除
に
係
る
費

用
の
財
政
支
援

を
行
う
と
表
明

し
ま
し
た
。

　
当
協
会
は
９

月
18
日
、
達
増

知
事
や
千
葉
副

知
事
等
に
対
し

て
、
免
除
継
続

の
要
望
書
と
被

災
者
医
療
費
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果

（
途
中
経
過
）

を
送
付
し
て
い
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東日本大震災の被災者の医療費窓口負担の免除継続を求める請願

　東日本大震災により被災された国民健康保険（以下「国保」という）及
び後期高齢者医療制度の被保険者の医療費窓口負担の免除が本年 12月末日
で終了し、来年 1月より通常の負担が発生します。
　当協会で被災された方々を対象に本年 8月、9月に行ったアンケート調
査では、負担が発生した後どうするかの問いに対し、「通院回数を減らす」、
「通院できない」、「分からない」があわせて 57.2％に上りました。また、
社会保険（以下「社保」という）の被保険者は 2012 年 2月に国の免除が
打ち切られましたが、打ち切り後、「通院回数を減らした」、「通院できなく
なった」が 59.6％になりました。この結果から、国保や後期高齢者医療
制度の自己負担が発生すれば、社保同様の事態となることが予想されます。
またアンケートの意見には「医療費の免除は本当に助かります」「仮設住宅
にいる間は免除を継続して頂きたい」「社会保険でも免除してもらいたい」
「被災者は全て免除して欲しい」などの切実な声が 1,379 件寄せられてお
ります。
　岩手県復興局生活再建課によれば、県内では 8月末日時点で 30,699 名
の方が仮設住居暮らしを余儀なくされています。事業所の再開や雇用の確
保も道半ばです。新たな住宅建設には費用もかかります。そのような中で
窓口負担が発生すれば、必要な受診が妨げられ健康をさらに悪化させる恐
れがあります。
　ついては、被災された方の健康保持のため、下記の項目について請願致
します。

請願項目
１．岩手県は、被災された方の医療費窓口負担免除に係る補助を 2015 年
1月以降も継続して下さい

２．国において、被災された方の医療費窓口負担免除に係る費用の全額を
補助するよう国に対して意見書を提出して下さい

３．国において、被災された社保の方の医療費窓口負担の免除を復活する
よう国に対して意見書を提出して下さい

被災者医療費負担アンケート集計結果
調査期間： 2014 年 8月 1日～ 9月 30 日
対　　象： 県内応急仮設住宅群、会員医療機関、沿岸の県立病院に配布

（約 25,000 枚）
回収枚数： 2,331 枚

問１．病名又は診療科について、差し支えなければお願いします。
診療科 病名
1 内　科 794 32.9% 1 高血圧 579 31.1%
2 眼　科 385 15.9% 2 糖尿病 190 10.2%
3 整形外科 269 11.1% 3 歯科疾患 182 9.8%
4 歯　科 182 7.5% 4 高脂血症 86 4.6%
5 外　科 114 4.7% 5 脳梗塞 56 3.0%
6 皮膚科 105 4.3% 6 白内障 50 2.7%
7 泌尿器科 102 4.2% 7 腰　痛 44 2.4%
8 循環器科 68 2.8% 8 緑内障 36 1.9%
9 耳鼻咽喉科 60 2.5% 9 骨粗しょう症 32 1.7%
10 消化器科 53 2.2% 10 狭心症 29 1.6%
ほか 27科 284 11.9% 他の病名の計 577 31.0%

計 2,416 100.0% 計 1,861 100.0%

問２．医療費の窓口負担が免除されている方へ。来年 1月から負担が発生した
場合、どのようにされますか？（1つに○）

ア．これまで通り通院する 954 42.8%
イ．通院する回数を減らす 797 35.8%
ウ．通院できない 332 14.9%
エ．分らない 146 6.5%

計 2,229 100.0%

問３．免除が打ち切られた方へ。打ち切り後について。（1つに○）
ア．これまで通り通院した 203 40.4%
イ．通院回数を減らした 204 40.6%
ウ．通院できなくなった 83 16.6%
エ．その他 12 2.4%

計 502 100.0%

１回目…2012年95月10日9～96月30日 3,020通
２回目…2012年12月10日9～2013年91月31日 2,654通
３回目…2013年98月12日9～99月30日 2,402通
４回目…2014年98月91日9～99月30日 2,331通
　

１．病名（上位 10）の推移
1 回目 2回目 3回目 4回目

１ 高血圧 高血圧 高血圧 高血圧
２ 歯科疾患 糖尿病 糖尿病 糖尿病
３ 糖尿病 歯科疾患 歯科疾患 歯科疾患
４ 高脂血症 脳梗塞 高脂血症 高脂血症
５ 脳梗塞 白内障 脳梗塞 脳梗塞
６ 喘息 喘息 白内障 白内障
７ 甲状腺 うつ病 喘息 腰痛
８ 白内障 狭心症 緑内障 緑内障
９ 狭心症 痛風 狭心症 骨粗しょう症
10 緑内障 緑内障 うつ病 狭心症

２．免除を受けている方へ。負担発生後について
1 回目 2回目 3回目 4回目

これまで通り通院する 70.2％ 50.3％ 48.7% 42.8%
通院する回数を減らす 20.7％ 32.8％ 34.0% 35.8%
通院できない 4.4％ 10.8％ 11.8% 14.9%
分からない 4.2％ 6.1％ 5.5% 6.5%
無回答 0.5％ 0.0％ 0.0% 0.0%

３．免除が打ち切られた方へ。負担発生後について
1 回目 2回目 3回目 4回目

これまで通り通院した ― 51.7％ 53.2% 40.4%
通院する回数を減らした ― 36.4％ 33.2% 40.6%
通院できなくなった ― 10.0％ 10.4% 16.6%
その他 ― 1.9％ 3.2% 2.4%
※ 1回目の社保は、協会けんぽが免除されていたので、国保や後期高齢者医療と分
けずに一緒に質問した。

不足していると最も多く回答した診療科
前回調査 今回調査 状　　　　　　況

陸前高田市 皮 膚 科 皮 膚 科

震災前に開業医が 1軒あったが、流出し再建して
いない。震災後は、県医師会立診療所で毎週日曜
に診療。県立高田病院で水曜日、うのうら医院で
月数日診療。

大 船 渡 市 皮 膚 科 眼 科
どちらの診療科も開業医が 1軒ずつある。県立大
船渡病院の皮膚科は月、火、金。同じく眼科は午
前が月、水、金、午後が水、木の診療。

釜 石 市 皮 膚 科 皮 膚 科 震災前に開業医が 1軒あったが、再開していない。せいてつ記念病院で月、金の午前中のみ診療。
大 槌 町 眼 科 眼 科 震災前も後も眼科の診療科はない。
山 田 町 耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 震災前も後も耳鼻咽喉科の診療科はない。
宮 古 市 耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 開業医が 1軒。
沿岸部の耳鼻咽喉科は、大船渡、釜石、宮古、久慈の開業医４軒のみ。県立病院は、高田、
大船渡、釜石、久慈が週 2回程度、外部からの応援による診療。

寄せられたご意見
　合計 1,379 通寄せられました。紙幅の関係上、特徴的な意見を抜粋し
掲載します。

（問２回答の方＝免除されている方）
１．とにかく、早く復興して欲しいです。車を運転しないので、不便で、
タクシー代がかかります。免除が切れたら大変です。
２．仮設住宅に入居している間は、免除を継続していただきたい。免除
制度は大変助かっております。ありがとうございます。
３．年金生活で今は国保税、介護保険料、地方税、８％消費税、大変です。
まだ仮設生活で自宅再建も出来ず。大槌町の土地は全国で一番高いと
報道され高くて手に入りません。助けてください。延長をお願いします。
４．通院は止められないし、生活の再建も目処が立ちません。その上、
障害者年金も減額され、何の為に生き延びた命か分からなくなってい
ます。
５．生活に不安を抱えて日々を生きている年金生活者です。年金も軽減
されるばかりで、心は孤立状態に陥るばかり、医療費免除の終了を考え、
4、5日服用をやめてみましたが、ホルモンのバランスを崩しました。
せめて医療費免除延長を切実な思いでお願いします。
６．求職中の母子家庭です。無職の為、医療費の免除はとても助かって
います。我子は体が弱いので、月に何回も通院しているため、医療費
の免除がなくなると非常に困ります。免除の延長をぜひお願いします。

（問３のみ回答の方＝免除が打ち切られた方）
１．負担金免除の為、本当に治療が必要な方が、仕事を休んで通院しな
ければならない程、医療機関が混雑している。
２．医療費の免除はもう十分だ。国の金がなくなり、病院だけが儲ける。
３．社会保険でも、医療費免除してもらいたい。
４．被災者は全て免除してほしい。国保等だけ免除はおかしいのではな
いか？
５．私が国民健康保険であったが、妻が昨年から復興関係の建設会社に
就職したために、私の保険も全国土木建築国民健康保険組合に移るこ
とになったため、免除がなくなってしまった。全国土木建築国民健康
保険組合に問い合わせたところ、原発の関係しか免除していないと言
う。この問題を解決してほしい。国保と後期高齢者医療の免除だけで
なく、他の保険組合の免除もお願いします。

これまでのアンケート結果の推移
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
に
応
じ
る
小
山
田
副
会
長

（
県
議
会
ロ
ビ
ー
に
て
）



■　東北銀行、北日本銀行と協定融資制度がございます。詳しくはお問い合わせ下さい。FAX 019-651-7374 またはメール iwayou@doc-net.or.jp までお願いします。
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県
内
の
各
団
体
に
聞
く 

⑤

   
シ
リ
ー
ズ
　
社
会
保
障
の
ゆ
く
え
と
課
題

　
　
　「
岩
手
県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
」

　
シ
リ
ー
ズ
５
回
目
は
、
生
活
で
困
っ
て
い
る
方
へ
の
相
談

や
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
岩
手
県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連

合
会
」
会
長
の
村
上
充
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

か
つ
て
な
い
生
活
保
護
バ
ッ

シ
ン
グ

　
生
活
保
護
の
世
話
に
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

病
気
や
怪
我
を
し
た
り
職
場

が
倒
産
す
る
な
ど
、
思
い
も

よ
ら
な
い
こ
と
で
生
活
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
こ
と
は
誰

に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。
そ

の
時
、最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
言
わ
れ
る
の
が
生

活
保
護
で
す
。
し
か
し
、
生

活
保
護
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど

の
バ
ッ
シ
ン
グ
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
芸
能
人
の
親
族

の
「
不
正
受
給
」
が
マ
ス
コ

ミ
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
福
祉
事
務
所
に
相

談
し
な
が
ら
受
給
し
て
お
り

不
正
受
給
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
う
し
た
こ
と

が
契
機
と
な
り
、
２
０
１
２

年
か
ら
食
費
や
光
熱
費
な
ど

の
生
活
扶
助
費
が
段
階
的
に

減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
６
年
に
は
70
歳
以

上
の
方
に
対
す
る
老
齢
加
算

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今
、

老
齢
加
算
の
復
活
を
求
め
全

国
９
か
所
で
裁
判
が
起
こ
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活

会長の村上充さん

〈
次
の
資
料
は
、
日
本
弁
護
士

連
合
会
発
行
の
「
今
、
ニ
ッ

ポ
ン
の
生
活
保
護
制
度
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
？
」
よ
り

引
用
〉

Ｑ
、
生
活
保
護
の
利
用
率
は

高
い
の
で
は
？

Ａ
、
日
本
の
生
活
保
護
利
用

率
は
、
先
進
諸
外
国
と
く

ら
べ
る
と
極
め
て
低
い
数

字
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

む
し
ろ
、
数
百
万
人
が
保

護
か
ら
漏
れ
て
い
ま
す
。

保
護
を
利
用
す
る
資
格
の

あ
る
人
の
う
ち
現
に
利
用

し
て
い
る
人
の
割
合
（
捕

捉
率
）
は
２
割
程
度
で
す
。

Ｑ
、
生
活
保
護
利
用
者
が
過

去
最
高
に
な
っ
た
と
聞
き

ま
す
が
？

Ａ
、
人
数
は
最
高
に
な
り
ま

し
た
が
、
利
用
率
は
減
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
、
生
活
保
護
基
準
が
引
き

下
げ
ら
れ
て
も
、
非
利
用

者
に
は
関
係
な
い
の
で

は
？

Ａ
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
に
影

響
し
ま
す
。

　
【
保
護
基
準
引
下
げ
の
影
響
】

　
①　
住
民
税
の
非
課
税
限

度
額
が
下
が
り
、
今
ま

で
無
税
だ
っ
た
人
が
課

税
さ
れ
る
。

　
②　
非
課
税
だ
と
安
く
す

ん
で
い
た
負
担
が
増
え

る
。
介
護
保
険
料
、
医

療
費
上
限
、
保
育
料
、

生
活
福
祉
資
金
の
貸

付
、
就
学
援
助
給
付
な

ど
。
自
治
体
の
国
民
健

康
保
険
料
、
公
営
住
宅

家
賃
減
免
、
自
治
体
の

公
的
貸
付
な
ど
。

利用率・捕捉率の比較（2010年）

日　本 ドイツ フランス イギリス
人 　 口 1億2,700万人 8,177万人 6,503万人 6,200万人
生 活 保 護
利 用 者 数 199万8,957人 793万5,000人 372万人 574万4,640人

利 用 率
（ 人 口 比 ） 1.6% 9.7% 5.7% 9.27%

捕 捉 率 15.3～18% 64.6% 91.6% 47～90%

1951年度 2011年度

人 　 口 8,457万人 1億2,700万人 

生 活 保 護
利 用 者 数 204万6,000人 205万人 

利 用 率 2.4% 1.6% 

さ
せ
る
こ
と
に
熱
心
な
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
も
い
ま
す
。

極
め
て
低
い
日
本
の
保
護
率

　
生
活
保
護
の
受
給
者
は
現

在
２
１
６
万
人
ほ
ど
で
す

が
、
水
際
作
戦
な
ど
が
影
響

し
、
本
来
受
給
資
格
が
あ
る

の
に
受
給
で
き
て
い
な
い
方

が
数
倍
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

捕
捉
率
は
下
記
の
日
弁
連
作

成
資
料
の
通
り
で
す
が
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
が
約
２
、

４
０
０
万
人
の
現
在
に
お
い

て
、
深
刻
な
課
題
で
す
。

患
者
さ
ん
で
困
っ
て
い
る
人

は
相
談
を

　
会
は
岩
手
県
連
合
会
も
含

め
、
次
の
通
り
各
地
に
15
か

所
あ
り
、
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
地

域
で
生
活
に
お
困
り
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
い
つ
で

も
相
談
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

扶
助
費
の
引
き
下
げ
停
止
を

求
め
る
不
服
審
査
請
求
が
、

全
国
１
万
２
千
名
も
参
加
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
そ
れ
ら
の
活
動
も
支
援

し
て
い
ま
す
。

全
国
草
の
根
で
の
活
動

　
全
国
生
活
と
健
康
を
守
る

会
連
合
会
は
、
１
９
５
４
年

11
月
「
働
か
せ
ろ
！　

食
わ

せ
ろ
！　
病
気
を
な
お
せ
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
誕
生

し
ま
し
た
。「
も
っ
と
人
間
ら

し
い
生
活
を
」
と
い
う
、
一

人
ひ
と
り
の
願
い
や
要
求
を

力
を
合
わ
せ
て
実
現
し
て
い

く
の
が
目
的
で
す
。
活
動
は

生
活
保
護
問
題
の
他
に
も
、

１
９
６
１
年
の
国
民
健
康
保

険
制
度
の
導
入
や
児
童
手
当

の
制
度
化
、
老
人
医
療
費
無

料
化
の
導
入
、
住
民
税
非
課

税
の
導
入
な
ど
、
様
々
な
制

度
上
の
問
題
を
改
善
さ
せ
て

き
ま
し
た
。

　
会
は
全
国
各
地
で
発
足
し
、

岩
手
県
連
合
会
は
１
９
６
９

年
１
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
県
内
に
は
15
の
会
が

あ
り
、
生
活
相
談
や
高
過
ぎ

入
状
況
な
ど
の
報
告
も
求
め

ら
れ
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
一
時
的
な
収
入
で
も
報
告

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
、

近
所
か
ら
の
お
す
そ
分
け

で
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
煮
つ
け
一

皿
を
頂
い
た
こ
と
も
報
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
金

銭
換
算
表
」
で
、
金
額
に
換

算
し
収
入
認
定
す
る
た
め
で

す
。
か
ぼ
ち
ゃ
の
煮
つ
け
が

３
０
０
円
と
換
算
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、
そ
の
月
の
保
護
費

は
３
０
０
円
分
引
か
れ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

掛
け
声
だ
け
の
就
労
支
援

　
政
府
は
生
活
保
護
対
策
の

一
つ
と
し
て
就
労
支
援
の
強

化
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
し
か

し
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

補
助
が
来
年
度
は
削
減
さ
れ

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
就
労

支
援
な
ど
行
う
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
も
足
り
ま
せ
ん
。
盛
岡

市
の
場
合
、ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

１
人
が
受
け
持
つ
生
活
保
護

世
帯
は
94
世
帯
と
な
っ
て
お

に
は
、
申
請
者
は
も
ち
ろ
ん

親
族
に
ま
で
財
産
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
対
象
は
、
兄
弟
、

親
、息
子
、娘
、お
じ
、お
ば
、

お
い
、
め
い
の
３
親
等
に
ま

で
及
び
ま
す
。
保
護
を
受
け

る
前
に
親
族
か
ら
援
助
し
て

も
ら
い
な
さ
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
財
産
調
査
は
所
得
の

他
に
土
地
、
家
屋
な
ど
の
資

産
、
預
貯
金
に
ま
で
及
び
ま

す
。
そ
し
て
、
親
族
に
対
し

て
財
産
調
査
を
し
て
も
良
い

か
ど
う
か
の
同
意
は
、
申
請

者
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
分

が
同
意
す
る
こ
と
で
親
族
の

資
産
状
況
が
丸
裸
に
さ
れ
て

し
ま
い
迷
惑
を
か
け
る
と
し

て
、
こ
の
時
点
で
申
請
を
た

め
ら
う
方
も
い
ま
す
。

徹
底
し
て
い
る
受
給
後
の
管

理
　
申
請
が
受
理
さ
れ
た
後
の

管
理
も
徹
底
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
受
給
者
は
毎
月
福
祉

事
務
所
に
出
向
い
て
就
職
活

動
な
ど
の
報
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
収

る
国
保
税
の
引
き
下
げ
要
求

な
ど
、
身
近
な
問
題
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

交
通
費
が
払
え
な
く
受
診
を

控
え
る

　
生
活
保
護
を
受
け
て
お
ら

れ
る
方
か
ら
は
様
々
な
実
態

や
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
で
安
売
り

の
日
に
う
ど
ん
を
５
つ
買

い
、
２
日
間
う
ど
ん
だ
け
で

過
ご
さ
れ
た
方
も
お
り
ま
し

た
。
親
類
が
亡
く
な
っ
た
か

ら
１
万
円
包
み
た
い
が
そ
の

お
金
が
な
く
貸
し
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

遠
方
で
あ
れ
ば
遠
い
か
ら
と

言
っ
て
法
事
を
欠
席
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
近
く
で

あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
理
由
も

立
ち
ま
せ
ん
。
１
万
円
さ
え

出
せ
な
い
の
が
実
状
で
す
。

　
医
療
機
関
へ
受
診
す
る
に

も
公
共
交
通
機
関
や
タ
ク

シ
ー
代
な
ど
は
保
護
費
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
後
払

い
の
た
め
自
分
で
用
立
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
療

費
の
窓
口
負
担
は
無
料
で
も
、

交
通
費
が
払
え
な
い
た
め
体

調
が
悪
く
て
も
受
診
で
き
な

い
方
が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

厳
し
い
「
水
際
作
戦
」

　
生
活
保
護
を
申
請
す
る
際

各地の生活と健康を守る会

盛岡、滝沢、北上、一関、大船渡、釜石・大槌、遠野、
千厩、山田、紫波、矢巾、九戸、西和賀、玉山

〈連絡先や住所は、岩手県生活と健康を守る会連合
会（℡ 019－ 653 － 0128）か岩手県保険医協会
（℡ 019－ 651－ 7341）にお尋ね下さい〉

り
、
十
分
に
対
応
で

き
て
い
な
い
状
況
で

す
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
は
本
来
、

保
護
者
の
生
活
に
寄

り
添
う
も
の
で
す

が
、
そ
の
対
応
は
機

械
的
で
す
。
分
厚
い

「
生
活
保
護
手
帳
」
を

常
に
持
ち
歩
き
、
先

ほ
ど
の
「
お
す
そ
分

け
」
に
も
目
を
光
ら

せ
、
保
護
費
を
減
額



2014年10月５日 「第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 第 457 号   (4)

■　協会ホームページでも情報発信していますので、ぜひご覧下さい。http://www.i-hoken-i.org またはインターネットで「岩手県保険医協会」で検索してください。

　
当
協
会
歯
科
部
会
は
10
月

５
日
、
盛
岡
市
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム「
れ
い
た
く
苑
」

に
て
、「
10・
８
の
日
」
に
ち

な
み
岩
手
県
歯
科
技
工
士

会
・
岩
手
県
歯
科
衛
生
士
会

と
の
共
同
で
「
義
歯
ネ
ー
ム

入
れ
と
口
腔
ケ
ア
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
技
工
士
会
よ
り

11
名
、衛
生
士
会
よ
り
８
名
、

当
会
よ
り
小
山
田
榮
二
副
会

長
と
髙
田
昌
樹
理
事
、
事
務

局
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

ネ
ー
ム
入
れ
は
入
所
者
45

名
に
行
い
ま
し
た
。
名
前
の

入
っ
た
義
歯
を
入
所
者
へ

装
着
し
た
と
こ
ろ
、「
舌
触

り
が
良
く
な
り
気
持
ち
が
良

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
口
腔
ケ
ア
は
施
設
入

理
事
会
だ
よ
り 

９
月

社 保 だ よ り

点数Ｑ＆Ａ
－請求等のご質問について
　調べてお答えしております－

た
場
合
は
、
他
の
検
査
で

代
替
で
き
な
い
理
由
を
摘

要
欄
に
記
載
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
何
を
書
け
ば
よ

い
の
か
。

Ａ
　
あ
り
の
ま
ま
に
書
け
ば

良
い
で
す
が
、
例
え
ば
①

前
回
検
査
か
ら
の
経
過
を

み
る
た
め
。
②
治
療
上
有

効
で
あ
る
と
判
断
し
た
た

め
。
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

検
査
・
病
理
診
断

Ｑ　

大
腸
カ
メ
ラ
を
行
い
、

内
視
鏡
下
生
検
法
と
病
理

組
織
標
本
作
製
を
行
っ

た
。「
Ｓ
状
結
腸
」「
上
行

結
腸
、
横
行
結
腸
及
び
下

医  

科
検
　
査

Ｑ　
総
鉄
結
合
能
（
Ｔ
Ｉ
Ｂ

Ｃ
）（
Ｒ
Ｉ
Ａ
法
）、
不
飽

和
鉄
結
合
能（
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
）

（
Ｒ
Ｉ
Ａ
法
）
を
実
施
し

行
結
腸
」「
盲
腸
」
の
３

臓
器
分
を
実
施
し
国
保
連

に
請
求
。
病
名
は
大
腸
が

ん
の
疑
い
、
大
腸
ポ
リ
ー

プ
。
し
か
し
２
臓
器
分
し

か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が

な
ぜ
か
。

Ａ
　
国
保
連
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
査
定
さ
れ
る

は
ず
が
な
い
。
再
請
求
し

て
下
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

入
　
院

Ｑ　
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
る
施
設
基
準
に
つ
い

て
。実
績
が
必
要
な
も
の
は
、

10
月
６
日
ま
で
に
受
理
さ

れ
た
も
の
は
10
月
１
日
か

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
算
定
可

能
だ
が
、
届
出
の
実
績
に

つ
い
て
は
、
８
月
末
時
点

で
の
実
績
で
よ
い
か
。

Ａ
　
８
月
末
時
点
で
の
実
績

で
よ
い
で
す
。（
東
北
厚
生

局
岩
手
事
務
所
よ
り
）

Ｑ　
月
平
均
夜
勤
時
間
超
過

減
算
の
施
設
基
準
に
つ
い

て
。（
２
）
の
「
１
割
以
内

の
一
時
的
な
変
動
に
つ
い

て
」
の
１
割
と
は
、「
月
平

均
夜
勤
時
間
数
が
72
時
間

以
下
」
に
対
し
て
の
１
割

以
内
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
　
そ
の
通
り
で
す
。（
東
北

厚
生
局
岩
手
事
務
所
よ
り
）

　
当
協
会
も
賛
同
す
る
「
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

拡
充
を
求
め
る
岩
手
の
会
」

が
９
月
13
日
、
盛
岡
市
教

育
会
館
で
発
会
式
を
行
い
、

１
４
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
、
対
象
年
齢
を
中

学
３
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
や
現
物
給
付
の
導
入
を
求

め
て
い
ま
す
。

　
当
県
の
対
象
は
小
学
校
入

学
前
ま
で
で
、
い
っ
た
ん
窓

口
負
担
を
支
払
う
償
還
払
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
調
講
演
で
新
日
本
婦
人

生
ま
で
無
料
化
さ
せ
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
は
じ
め
は
高
崎
市
内
の

母
親
た
ち
の
取
り
組
み
で
、

高
崎
市
が
２
０
０
１
年
に
医

療
費
無
料
化
を
小
学
校
卒
業

ま
で
拡
大
し
、
そ
の
流
れ
が

県
全
体
に
も
及
び
、
知
事
選

挙
で
中
学
生
の
医
療
費
無
料

化
を
公
約
に
掲
げ
た
知
事
が

当
選
。
２
０
０
９
年
か
ら
完

全
無
料
化
が
実
現
さ
れ
た
経

緯
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
小

児
科
医
、
保
育
士
、
保
護
者

が
、
各
々
の
経
験
か
ら
、
子

所
者
28
名
と
、
施
設
職
員
に

対
す
る
指
導
を
行
い
ま
し

た
。

  

ネ
ー
ム
入
れ
は
、
義
歯
の

紛
失
や
取
り
違
え
の
防
止
に

つ
な
が
る
と
喜
ば
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
の
際
に
は
、
県
警
よ
り
歯

科
技
工
士
会
に
対
し
遺
体
に

装
着
さ
れ
た
ネ
ー
ム
入
り
義

歯
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら

れ
、
身
元
判
明
の
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。

  

来
年
度
も
本
事
業
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
今
後
３
年

間
は
受
け
入
れ
施
設
が
内
定

し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
希
望

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

お
口
の
中
が
気
持
ち
い
い
！

義
歯
ネ
ー
ム
入
れ
と
口
腔
ケ
ア
開
催

の
会
高
崎
支
部
長
の
野
村
喜

代
子
さ
ん
が
、
群
馬
県
の
医

療
費
助
成
制
度
を
中
学
３
年

【
日
　
時
】

　
　
２
０
１
４
年

　
　
　
　
９
月
16
日
㈫

　
　
19
：
30
〜
21
：
25

【
場
　
所
】

　

 

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

会
議
室

【
出
席
者
】

　
　
役
員
、
事
務
局
併
せ
て

13
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
、
２
０
１
４
年
度
第
４

回
常
任
理
事
会
議
事
要

録
が
承
認
さ
れ
た

　

２
、
２
０
１
４
年
８
月

期
活
動
報
告
並
び
に

２
０
１
４
年
９
〜
10
月

期
活
動
計
画
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

　
３
、
月
次
会
計
報
告
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
た

　
４
、
消
費
税
増
税
中
止
及

び
ゼ
ロ
税
率
（
免
税
）

適
用
を
求
め
る
会
員
署

名
を
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
第
29
回
保
団
連
医
療
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
札
幌
で
、
９

月
中
旬
土
曜
・
日
曜
日
に
開

か
れ
た
。
月
曜
日
敬
老
の
祝

日
が
続
き
、
三
連
休
と
な
っ

て
い
た
。
観
光
地
と
し
て
秋

の
北
海
道
の
三
連
休
で
は
、

交
通
の
予
約
は
容
易
で
な

か
っ
た
。

　
会
期
近
く
、
太
平
洋
南
に

発
生
し
た
台
風
は
、
早
ば
や

東
へ
抜
け
た
も
の
の
、
雨
に

大
雨
が
続
い
て
西
日
本
各
地

で
、
道
路
が
川
に
な
り
、
橋

が
落
ち
、
交
通
が
止
ま
っ

て
、
山
が
崩
れ
て
巨
木
巨
石

が
土
石
流
と
な
っ
て
家
も
道

も
塞
い
だ
と
、
Ｔ
Ｖ
の
画
面

が
途
絶
え
な
か
っ
た
。
激
し

い
雨
が
北
海
道
西
側
に
集
中

し
て
、
函
館
か
ら
会
場
札
幌

ま
で
４
時
間
の
特
急
が
不
通

と
な
っ
た
。
金
曜
日
午
後
に

な
る
と
、
雨
は
東
側
に
移
動

し
て
、
北
海
道
保
険
医
会
か

ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
に
支

障
な
し
の
情
報
を
受
け
た
。

　
発
表
は
、
第
６
分
科
会
医

学
史
で
、
演
題
「
原
発
と
内

部
被
曝
」
を
時
間
内
に
収
ま

る
よ
う
に
、
上
映
す
る
パ

ワ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
か
ら
口
演

原
稿
に
練
り
直
し
た
。

　
原
子
炉
圧
力
容
器
は
、
直

径
７
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
20
数

メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
20
セ
ン
チ

の
筒
状
で
鋼
鉄
製
、
廃
炉
に

40
年
を
要
す
る
と
い
う
。
内

部
被
曝
は
、
軍
事
機
密
と
原

子
力
産
業
の
政
策
か
ら
、
広

島
・
長
崎
原
爆
投
下
時
よ
り

隠
蔽
さ
れ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
協
力

し
て
矮
小
化
し
た
歴
史
が
あ

る
。

　
８
分
で
口
演
が
終
り
な
が

ら
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
発
言
が

全
く
無
か
っ
た
。「
演
者
は
、

福
島
産
の
食
品
を
食
べ
る
か

ど
う
か
」
の
質
問
も
出
な

か
っ
た
。
大
飯
原
発
運
転
差

止
め
判
決
の
Ｈ
Ｐ
も
請
求
さ

れ
な
か
っ
た
。

　
北
海
道
は
、
ア
イ
ヌ
語
の

駅
名
が
あ
る
。
お
し
ゃ
ま
ん

べ
（
長
万
部
）
が
耳
珍
し
い

響
き
で
あ
っ
た
。緑
が
多
く
、

雪
深
い
風
景
が
想
像
で
き
な

か
っ
た
。
美
事
な
杉
の
林
が

続
き
、
下
枝
が
そ
の
ま
ま

放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
あ
っ

て
、
節
が
多
い
杉
材
が
気
に

な
っ
た
。
海
峡
は
、
太
平
洋

近
い
色
の
明
る
い
海
面
が
静

穏
に
波
う
っ
て
い
た
。
函

館
、
札
幌
は
立
派
な
近
代
都

会
で
駅
あ
た
り
も
賑
わ
い
、

外
国
人
も
多
く
混
る
観
光
客

に
、
荒
あ
ら
し
く
雑
踏
し
て

い
た
。
こ
ち
ら
も
人
混
み
に

従
っ
て
、
み
や
げ
店
を
う
ろ

つ
い
て
歩
い
た
。

　
僅
か
８
分
の
口
演
を
果
す

た
め
に
、
札
幌
ま
で
辿
り
つ

い
た
。
ホ
テ
ル
の
朝
食
バ
イ

キ
ン
グ
も
、
う
ま
い
も
ん
に

遭
え
ず
、
コ
ー
ヒ
ー
が
印
象

に
残
っ
た
ぐ
ら
い
、
す
べ
て

終
わ
っ
て
、
晴
れ
た
盛
岡
に

帰
っ
て
き
た
。

　

啄
木
と
賢
治
の
息
づ
く
、

牧
歌
的
と
も
い
え
る
盛
岡
が

い
ち
ば
ん
い
い
。

第
29
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告

　
　
雨
に
雨
の
ち
晴眼

科
　
小
　
栗
　
正
　
巳
　

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
は
必

要
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
会
の
活
動
方
針
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
県
内
有
権

者
の
５
％
に
あ
た
る
６
万
筆

を
目
標
に
、
知
事
あ
て
の
署

名
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
充
を
求
め
て

 

子
ど
も
医
療
費
・
岩
手
の
会
が
発
足

い
れ　

  

ば

発会式で講演する野村さん

入所者に対する口腔ケア


